
14 614 614 保育施設の整 ①保育施設 ①多様な保育サー 公立保育所の利用 目標 797 667 667 667
① 人 ① 人

な保育環境の も ビスが受けられる 入所児童数 実績 585 - - - 備 ビスが提供できる 定員 実績 797 - - -

充実 ②仕事をしなが 。 病児・病後児保育 目標 5 6 6 6 環境が確保される 私立保育施設 目標 1,580 1,712 1,712 1,712
② 箇所 ② 人

ら子育てをして ②安心して預けら 実施保育所数 実績 4 - - - 。 の利用定員 実績 1,609 - - -

いる保護者 れ、仕事との両立 クラスを担任して 目標 446 444 447 447 目標
③ 人 ③

ができている。 いる保育士数 実績 477 - - - 実績

目標 目標
④ ④

実績 実績

放課後児童対 ①小学生 ①児童が放課後安 放課後児童クラブ 目標 54 56 57 58 こどもの遊び ①こども ①こどもとその保 こどもの国一日平 目標 375 380 385 390
① 箇所 ① 人

策の充実 ②仕事をしなが 心して過ごすこと 数 実績 53 - - - 場づくりの推 ②こどもの保護 護者が、安心して 均来館者数 実績 288 - - -

ら子育てをして ができる。 児童クラブ利用者 目標 1,096 1,084 1,058 1,041 進 者 過ごせる場所があ 児童館一日平均来 目標 50 51 52 53
② 人 ② 人

いる保護者 ②安心して預けら 数（１～３年生） 実績 1,253 - - - る。 館者数 実績 32 - - -

れ、仕事との両立 児童クラブ利用者 目標 781 744 725 694 目標
③ 人 ③

ができている。 数（４～６年生） 実績 646 - - - 実績

目標 目標
④ ④

実績 実績

３．施策及び基本事業の目標達成度評価
令和4年度施策の取組方針 施策の取組方針・成果指標達成状況

・石塚・吉水保育園統合民営化の新園を開園するほか、赤坂保育園民営化事業者による園舎建設等の進捗状況を管 【施策の取組方針達成状況】

理する。また、引継ぎ保育を実施するとともに、ときわ保育園の閉園に向けた準備を進める。 ■ 全て達成 ・石塚、吉水保育園統合民営化の新園を開園した。また、赤坂保育園民営化の園舎整備の進捗を把握し、引継ぎ

・保育士への研修等を充実させ、すこやか保育（発育発達個別支援）の充実を図る。 保育を実施して、新園への円滑な移管を準備した。さらに、ときわ保育園閉園に向けて準備を進めた。
取組

・保育士不足の解消のため、養成機関等へ保育士としての就労の働きかけを行う。 □ 一部未達成 ・民間施設を含めて多くの保育士の参加を募り、オンライン形式にてすこやか保育研修を実施した。
方針

・保育施設の適正運営のため、保育施設への巡回指導ができる職員を確保する。 ・保育士募集イベントに参加した他、保育士養成学校を訪問して採用促進した。

・第２子以降保育料の無償化を開始する。 □ 全て未達成 ・保育施設の適正運営のため、保育施設への巡回指導ができる職員を確保し、対象施設を訪問指導した。
施

・子育て世代包括支援センターと子ども家庭総合支援拠点が連携を強化し、子どもの発達段階や家庭の状況等に応 ・第２子以降保育料の無償化を開始した。
策

じて支援を行う。 ・子育て世代包括支援センターと子ども家庭総合支援拠点が連携・情報を共有し、継続した支援を実施した。

・犬伏小

令

学校区、葛生義務教育

和

学校区の放課後児童ク

５

ラブを整備する。また

年

、植野小学校区に対応

度

する放課後児童 ■ 全て

　

達成 ・犬伏小学校区、

施

葛生義務教育学校区の

策

放課後児童クラブを整

・

備した。

クラブの実施

基

設計を行う。 ・多様な

本

利用者ニーズに対応で

事

きる民立放課後児童ク

業

ラブへの運営委託を進

マ

めた。
成果

・多様な利

ネ

用者ニーズに対応でき

ジ

る民立放課後児童クラ

メ

ブへの運営委託を行う

ン

。 □ 一部未達成 ・放課

ト

後児童支援員を養成し

シ

、保育の人材確保及び

ー

質の向上を図った他、

ト

ＩＣＴ化を推進した。

　

指標
・放課後児童支援

（

員を養成し、保育の人

令

材確保及び質の向上を

和

図るほか、ＩＣＴ化に

４

より、クラブ運営の効

年

率化を ・こどもの国や

度

児童館で実施するイベ

実

ント内容や周知方法の

績

見直しを行い、来館者

に

の増加を図った。

図る

基

。 □ 全て未達成 【成果

づ

指標達成状況】

・こど

く

もの国や児童館で実施

評

するイベント内容や周

価

知方法の見直しを行い

）

、来館者の増加を図る

 

。 ・保育施設の待機児

作

童は年間を通じて0名

成

、放課後児童クラブの

日

待機児童は3名で全て

 

目標を達成している。

 

基本事業名 令和4年度

令

基本事業の取組方針 基

和

本事業の取組方針・成

 

果指標達成状況 基本事

6

業名 令和4年度基本事

年

業の取組方針 基本事業

 

の取組方針・成果指標

3

達成状況

多様で弾力的

月

な保 ・すこやか保育拡

 

充のため研修の充 取組

5

方針 ■ 全て達成 □ 一部

日

未達成 □ 全て未達成 保

基

育施設の整備 ・石塚・

本

吉水保育園統合民営化

目

の新 取組方針 ■ 全て達

標

成 □ 一部未達成 □ 全て

名

未達成

育環境の充実 実

0

を行う。 成果指標 □ 全

3

て達成 ■ 一部未達成 □

健

全て未達成 園を4月に

や

開園する。 成果指標 ■

か

全て達成 □ 一部未達成

で

□ 全て未達成

・保育士

元

確保対策を展開する。

気

【基本事業の取組方針

に

達成状況】 ・赤坂保育

暮

園民営化の民間事業者

ら

に 【基本事業の取組方

せ

針達成状況】

・第2子

る

以降保育料無償化を開

ま

始す ・すこやか保育に

ち

ついては、民間施設を

づ

含めて多くの保育士の

く

参加 よる園舎の整備の

り

進捗状況を把握し ・石

保

塚、吉水保育園統合民

育

営化のぶどうの樹保育

課

園が開園した。

る。 を

政

募り、オンライン形式

策

で研修を実施した。 、

体

現在の保育業務の円滑

系

な移管を図 ・赤坂保育

政

園民営化の民間事業者

　

の園舎整備の進捗を把

策

握し、赤坂

・子育て世

　

代包括支援センターと

名

子 ・保育士募集イベン

0

トに参加し、保育士養

2

成学校を訪問するなど

安

し るため引継ぎ保育を

心

実施する。 保育園にお

し

いて、引継ぎ保育を実

て

施して、新園への円滑

子

な移管を準

ども家庭総

育

合支援拠点が連携し情

て

報 て採用を促進した。

の

・ときわ保育園閉園に

で

伴う円滑な保 備した。

き

を共有しながらこども

る

や家庭の状況 ・子育て

ま

世代包括支援センター

ち

と子ども家庭総合支援

づ

拠点が連携・ 育業務の

く

実施。 ・ときわ保育園

り

の円滑な閉園に向けて

施

の準備として、統合す

策

るくず

にあった支援を

主

行い市内保育施設の 情

管

報共有し、継続した支

課

援を実施した。 ・（仮

長

称）おおはし保育園の

施

整備工 う保育園との共

　

同保育を実施した。

連

策

携強化を図る。 ・全て

　

の対象施設の巡回指導

名

を実施し、指導助言を

0

行った。 事開始に向け

2

た、大橋保育園の仮園

子

・大橋保育園建て替え

育

の仮園舎として使用す

て

る赤坂保育園への引越

し

・巡回指導などの実施

や

により、安心 【成果指

す

標達成状況】 舎への引

い

越し支援。 しの準備を

環

進めた。

安全な保育を

境

行う。 ・０，１歳児の

の

入所児童数は申込者の

確

減少により目標に達し

保

なかっ 【成果指標達成

向

状況】

たが、待機児童

田

は０を維持している。

　

・公立保育園、民間保

裕

育施設共に、利用定員

施

の目標値を達成した。

策

基
・病児病後児保育は

関

４箇所で、新規実施が

係

できなかった。
本

・保

課

育士数は目標値を上回

こ

り、必要な人員が確保

ど

されている。
事

放課後

も

児童対策の ・犬伏小学

課

校区、葛生義務教育学

、

校 取組方針 ■ 全て達成

家

□ 一部未達成 □ 全て未

庭

達成 こどもの遊び場づ

児

・こどもの国や児童館

童

の事業等のイ 取組方針

相

□ 全て達成 ■ 一部未達

談

成 □ 全て未達成
業

充実

課

区の放課後児童クラブ

、

を整備する。 成果指標

学

□ 全て達成 ■ 一部未達

校

成 □ 全て未達成 くりの

教

推進 ベントや周知方法

育

の見直しを行い、 成果

課

指標 □ 全て達成 □ 一部

、

未達成 ■ 全て未達成

ま

健

た、植野小学校区に対

康

応する放課 【基本事業

増

の取組方針達成状況】

進

来館者の増加を図る。

課

【基本事業の取組方針

１

達成状況】

後児童クラ

．

ブの実施設計を行う。

施

・犬伏小学校区、及び

策

葛生義務教育学校の開

の

校に伴うクラブ整備を

目

・こどもの国において

的

は、スタッフによるブ

と

ログ掲載頻度を上げ、

成

・多様な利用者ニーズ

果

に対応できる 行い53

把

クラブとなった。 週に

握

1回は更新し、月のイ

こ

ベント情報についても

の

掲載するようにし

民立

施

放課後児童クラブへの

策

運営委託 ・保育時間の

は

延長や送迎サービスを

、

独自に実施している民

誰

間放課後 たが、イベン

、

ト内容の見直しには至

何

らなかった。

を行う。

を

児童クラブの運営委託

対

を引き続き行った。 ・

象

各児童館の行事等につ

と

いては、館長会議にお

し

いて協議を行ったが

・

て

放課後児童支援員を養

い

成し、保育 ・クラブで

る

従事する職員に対して

か

放課後児童支援員認定

対

資格研修の 、イベント

象

内容や周知方法の見直

指

しには至らなかった。

標

の人材確保及び質の向

単

上を図るほか 受講を促

位

し、支援員の養成を行

R

い、保育の人材確保及

4

び質の向上を 【成果指

R

標達成状況】

、タブレ

5

ット端末を利用し、ク

R

ラブ 図った。 ・こども

6

の国の来館者数は28

R

8名/日で目標は未達

7

成だった。

運営の効率

①

化を図る。 ・ICT化

②

による情報連携で保護

③

者クラブ双方の負担軽

保

減を図った。 ・児童館

育

4館の来館者数は33

施

名/日で目標は未達成

設

だった。

【成果指標達

・

成状況】

・クラブの整

放

備数の目標は未達成だ

課

った。

・クラブ利用者

後

の1～3年生は1,2

児

53名で目標は達成し

童

たが、4～6年

生は6

ク

46名で目標に未達成

ラ

だった。

４．施策の基

ブ

本情報
社会情勢変化、

を

国・県の動向、市民・

利

議会意見等 施策の成果

用

向上に向けての役割分

し

担

・子ども・子育て支

た

援新制度により、幼児

い

教育・保育、子育て支

人

援の量的拡充と質の向

が

上を図る政策が展開 市

す

民 事業所 行政

施 されて

べ

いる。 ・家庭は子ども

①

を養育する。 ・民間保

こ

育施設等は、幼児教育

ど

・保育・子育 ・子ども

も

・子育て支援事業計画

①

を適正に遂行

策 ・女性

こ

の社会進出のため、保

ど

育施設等の整備などが

も

求められている。 ・子

の

育てしやすいよう保育

数

サービスなどを活用 て

（

支援の量的拡充と質の

就

向上に努める。 する。

学

の ・市議会及び保護者

前

より、保育所の第2子

児

保育料の無償化、待機

童

児童解消、こどもクラ

数

ブの受入れ児童拡充 す

）

る。 ・民間保育施設等

人

は、ニーズに合った特

4

色あ ・保育所や放課後

,

児童クラブ（こどもク

4

ラブ

基 （６年生まで）

8

や施設整備が求められ

5

ている。 る幼児教育・

-

保育を実施する。 ）等

-

の施設整備に努める。

-

本 ・新・放課後子ども

て

総合プランでは、全小

入

学生の放課後の居場所

所

の確保が求められてい

し

る。 ・保育サービスや

て

子育て支援サービスを

い

充実

本 ・全国的に不適

る

切な保育の事案が話題

と

となり、保育の質の向

、

上が求められている。

児

させる。

情 ・保育施設

童

の送迎バスの置き去り

待

事故を契機として、送

機

迎バス等における安全

は

確認の厳格化と、安全

発

装置の

報 設置が義務づ

生

けられた他、保育中の

し

事故の報道を背景に安

な

全確保への関心が高ま

い

っている。

・令和４年

こ

度に児童福祉法及び母

と

子保健法が改正され、

か

市町村は令和６年４月

ら

より全ての妊産婦、子

、

育て世

帯、子どもへの

そ

一体的相談支援を行う

の

（仮称）こども家庭セ

施

ンターの設置に努める

策

こととなった。

５．施

の

策全体の総括・今後の

目

課題・今後の方向性
施

的

策の成果実績と施策の

②

基本情報及び施策コス

こ

トに関する全体総括 今

ど

後の課題 今後の方向性

も

・佐野市保育所整備運

の

営計画に基づき、（仮

保

称）おおはし保育園の

護

実施設計を進めた。ま

者

た、石塚、吉水保育園

（

【令和５年度で解決す

子

る課題】 ①待機児童０

育

を維持するための保育

て

士確保対策を進める。

世

の統合民営化による「

帯

ぶどうの樹保育園」の

）

運営開始を支援した。

②

加えて、赤坂保育園の

こ

民営化事業者による新

ど

・赤坂保育園から民営

も

化事業者への移管と新

の

園の運営開始。 ②民間

数

施設を含めて保育施設

（

間の連携を図り、合同

小

研修等の実施によ

園整

学

備工事の進捗を把握し

生

、令和５年度に向けて

）

の円滑な移管のため、

人

引継ぎ保育を実施した

5

。老朽化した公立 ・伊

,

勢山保育園の閉園に向

3

けた運営方針の決定。

7

　り保育士の資質向上

8

を図る。

保育園の施設

-

の修繕費等の削減、施

-

設集約に伴う保育士の

-

適正配置につながった

数

。 ・市内保育施設の全

値

てを対象とした送迎バ

を

ス等への安全装置の設

成

置。 ③スキルのある職

果

員を確保して、保育施

指

設への巡回指導を実施

標

する。

・公立保育園に

と

必要な保育士を確保し

し

、市全体として保育の

た

待機児童０の維持につ

。

ながった。 ・公立保育

「

園のICT化の推進。

対

④子育て世代包括支援

　

センターと子ども家庭

象

総合支援拠点の機能を

」

一

・第２子以降の保育

③

料無償化により、多子

保

世帯の負担軽減につな

育

がった。 【令和６年度

施

以降にも引き継がれる

設

課題】 　体化した（仮

・

称）こども家庭センタ

放

ーを設置し、市内保育

課

施設と連

・不適切な保

後

育や保育中の事故に対

児

する社会的な関心が高

童

まってきており、保育

ク

の質の向上や、安全の

ラ

確保が益 ①待機児童０

ブ

の維持のための必要な

③

保育士の確保。 　携し

保

て、子どもの発達段階

育

や家庭の状況等に応じ

施

て妊娠期からの切

々求

設

められている。 ②民間

・

施設と連携し、適切な

放

保育提供のための保育

課

士の資質向上。 　れ目

後

のない支援を行う。

・

児

第２期佐野市子ども・

童

子育て支援事業計画に

ク

基づき、犬伏小学校区

ラ

の放課後児童クラブ整

ブ

備のため、旧犬伏デ ③

数

市内保育施設への巡回

箇

指導体制の確保。 ⑤放

所

課後児童クラブの利用

9

率やニーズ等の現状把

2

握を行い、必要に応

イ

-

サービスセンターを改

-

修し、利活用した。ま

-

た、令和５年度開校の

④

葛生義務教育学校に対

成

応するためのクラブ ④

果

子育て世代包括支援セ

指

ンターと子ども家庭総

標

合支援拠点の機能の一

こ

　じて整備を行う。

整

の

備を行ったが、５，６

施

年生を中心にクラブへ

策

の受け入れ停止を行っ

に

ている学校区があるた

よ

め、利用率やニーズ 　

っ

体化と、市内保育施設

て

との連携強化。 ⑥こど

、

もの国と各児童館の運

「

営について検証や見直

対

しを継続し、魅力

の現

象

状把握を継続する必要

」

がある。 ⑤放課後児童

を

クラブの受入停止を行

ど

っている学校区への対

う

応。 　度アップによる

い

来館者の増加を図る。

う

・放課後児童クラブの

状

従事者に対して放課後

態

児童支援員認定資格研

に

修の受講を促し、放課

す

後児童支援員の養成を

る

⑥こどもの国と各児童

の

館の運営と今後の在り

か

方の検討。 ⑦（仮称）

成

おおはし保育園の整備

果

事業を着実に進め、令

指

和６年９月に

行い、保

標

育の人材確保及び質の

（

向上を図った。 【令和

意

６年度重点課題】 　新

図

園舎にて保育を開始す

の

る。

・こどもの国と児

達

童館の来館者数は目標

成

値に達していないため

度

、魅力度アップを図る

を

改善策が必要である。

表

⑦保育所整備運営計画

す

に基づく保育園の整備

指

事業の完成。

・施策全

標

体の令和４年度の決算

）

額は35億8,700

区

万円となり、令和３年

分

度の決算額39億9,

単

110万円と比べ、4

位

億410万

円の減額で

R

、約10％の減となっ

4

た。その要因は、施策

R

の事業の公立保育園が

5

統合民営化されたこと

R

等もあるが、

主なもの

6

は、総合計画中期基本

R

計画の策定の過程で政

7

策「安心して子育てで

設

きるまちづくり」の各

定

施策に属する

事業が再

の

編されたことによる。

考え方

①必要とされる保育サービスを提供する。 保育施設待機児童数（4月1日現在） 目標 0 0 0 0
① 人

②必要とする子育てサービスが受けられる。 実績 0 - - -

③保育環境を充実させる。 保育施設途中入園待機児童数（10月1日現 目標 0 0 0 0
施策の目的 ② 人

在） 実績 0 - - -
「意　図」

放課後児童クラブ待機児童数（5月1日現在 目標 100 43 0 0 ① 保育課集計結果（厚労省へ報告）
③ 人

） 実績 3 - - - 成果指標の ② 保育課集計結果（県へ報告）

目標 取得方法 ③ こども課集計結果（厚労省へ報告）
④

実績 ④

２．基本事業の目的と成果把握
基本事業名 対象 意図 成果指標 区分 単位 R4 R5 R6 R7 基本事業名 対象 意図 成果指標 区分 単位 R4 R5 R6 R7

多様で弾力的 ①就学前のこど ①必要な保育サー ０歳児・１歳児の 目標 614 6


